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				このページはまだ校正されていません
る不只兒は、卽ちこの人にして、本傳には「憲宗以㆓布智兒㆒爲㆓大都︀行天下諸︀路 也可 札魯忽赤㆒、印㆓造寶鈔㆒」とあり。大都︀は卽 燕京、札魯忽赤は斷事官なり。世祖︀紀に「憲宗令㆘斷事官 牙老瓦赤 與㆓不只兒 等㆒、總㆗天下財賦子燕㆖」とありて、不只兒 等の濫刑を世祖︀の責めたることを記せり。昔里鈐部、布魯海︀牙、月乃合 三人の傳には皆 卜只兒と書けり。）






蒙古兀兒モングウル


蒙古兀兒モングウル（卷十に蒙客兀兒とあり。）






朶羅阿歹ドロアダイ


朶羅阿歹ドロアダイ（外には見えず。）






孛堅ボゲン


孛堅ボゲン（元史 忽都︀の傳に「忽都︀、蒙古 兀羅帶 氏、父 孛罕 事㆓太祖︀㆒備㆓宿衞㆒云云」とある孛罕なるべし。兀羅帶 氏は、輟耕錄に兀羅歹とあり。）






忽都︀思クドス


忽都︀思クドス（巴嚕剌思 氏、忽必來の弟、卷三に見え、卷七には忽都︀思 合勒潺とあり。）






馬喇勒マラル


馬喇勒マラル（外には見えず。）






者︀卜客ヂエブケ


者︀卜客ヂエブケ（札剌亦兒 氏、帖列格禿 伯顏の子、古溫兀阿の弟、卷四に見え、卷十にも見ゆ。卷四には「者︀卜客を合撒兒に與へたり」と云ひ、親征錄に犍河の會の前に、哈撒兒その麾下 哲不哥の計に從ひ、弘吉剌 部を掠めて、太祖︀に深く責められたりとあり。）






余嚕罕ユルカン


余嚕罕ユルカン（元史 奧魯赤の傳に祖︀ 朔魯罕とある人か。朔魯罕は、札剌亦兒の人にて、父 豁火察と共に太祖︀に事へ、朔魯罕は、後に野狐嶺の戰に戰死せり。）






闊闊ココ


闊闊ココ（元史に篾兒乞惕より降附せる闊闊の傳あれども、世祖︀の時 卒して年 僅に四十とあれば、この闊闊には非ず。闊闊 不花の不花を略きたるにもあるまじ。元史に「闊闊 不花 者︀、按攤 脫脫里 氏、爲㆑人魁岸有㆓膂力㆒、以㆓善射㆒知㆑名」とありて、太祖︀ 太宗に事へて戰功 多く、その殺︀を嗜まざるは、塔塔兒 人などに珍しき人なり。）






者︀別ヂエベ


者︀別ヂエベ（別速惕 氏、四狗の一人、卷四より見えたり。蒙古 源流には伊蘇特の哲伯 諾顏とあり。元史には紀傳 處處にこの名 見ゆれとも專傳なし。洪鈞の哲別 補傳 甚だ佳し。）






兀都︀台ウドタイ


兀都︀台ウドタイ（外には見えず）






巴剌 扯兒必バラ チエルビ


巴剌 扯兒必バラ チエルビ（卽 札剌亦兒の巴剌、薛扯 朶抹黑の子、阿兒孩 合撒兒の弟、卷三に見えたり。西征の役に印度に入りたるはこの巴剌なり。）






客帖ケテ


客帖ケテ（卷十に見ゆ。）






速別額台スベエタイ


速別額台スベエタイ（兀哴罕 氏、四狗の一人、卷三より見えたり。元史 速不台の傳には、兀良合 氏、合赤溫の孫、哈班の子、忽魯渾の弟とあり。蒙古 源流には、珠爾濟特の蘇伯格特依とあり。）






蒙可 哈勒札モンコ ハルヂヤ


蒙可 哈勒札モンコ ハルヂヤ（忙忽惕 氏、忽亦勒荅兒の子なり。元史 畏荅兒の傳に、其子 忙哥とあり。哈勒札は、一種の稱號にして、元史 忽林失の傳なる不魯罕 罕剳の罕剳に同じ。親征錄の忙兀 部 木哥 漢︀札、太宗紀の蒙古 漢︀札、別咧津の譯せる木勒格 哈兒札は、みな蒙可 哈勒札の異文なり。）






忽兒察忽思クルチヤクス


忽兒察忽思クルチヤクス（外には見えず。）






苟吉コウギ


苟吉コウギ（卷十二に官人 掌吉と云ふ人あり。苟は、掌の誤寫にはあらずや。）






巴歹バダイ


巴歹バダイ（卷一にその名 見え、その事は卷五に見えたり。親征錄 元史 本紀には把帶、木華黎の傳には拔台とあり。親征錄 元史は、乞失里黑の弟とすれども、他の書は皆 只 同僚とせり。巴歹の姓は、知るべからず。）






乞失里黑キシリク


乞失里黑キシリク（斡囉納兒 氏、卷一に巴歹と共にその名 見え、その事は卷五にあり。輟耕錄 元史 哈剌哈孫の傳に啓昔禮、長春の西游記に吉息利 荅剌汗とあり。親征錄 元史 本紀の乞力失は、乞失力の誤りなり。）






客台ケタイ


客台ケタイ（兀嚕兀惕 氏、主兒扯歹の子、親征錄 元史 朮赤台の傳に怯台、本祖︀紀に可忒、郝 和尙 拔都︀の傳に郡王 迄忒、黑韃 事略に紇忒 郡王とあり。）






察兀兒孩チヤウルカイ


察兀兒孩チヤウルカイ（卽ち察兀兒罕、兀哴罕 氏、札兒赤兀歹 額不堅の子、者︀勒篾の弟、卷三に見え、卷六には察忽兒罕、親征錄には抄兒寒とあり、卷十にも見ゆ。）






翁吉㘓オンギラン


翁吉㘓オンギラン（外には見えず。）






脫歡トゴン


脫歡トゴン（四傑の一人なる孛囉忽勒
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